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2　竹原市の文化遺産−史料の翻刻
川西優帆・鈴木詩織・松岡茉陽琉

１．　神明祭に関する史料

　本報告では、広島県竹原市において実施した 2020 年度文化遺産フィールド実習で調査した

古文書ならびに建築資料の翻刻を紹介する。

　まず、鈴木は、本実習において、竹原市で行われている住吉まつりと年中行事の歴史につい

て調査した。

　竹原市では年中行事として正月に神明のまつりが行われている。現在でも旧正月の時期に上

市地区で行われており、様々な飾りが付いた「神明さん」を作成し、上市公園などの広い場所

で立て飾り、燃やすという。竹原では約８カ所で行われているが、下市地区では行っておらず

上市地区で行っている。８カ所のそれぞれで新明さんの形が異なっている。自治会が中心にな

って行うものであり、１つのものに 100 人ほどの人々が参加する大きなイベントになってい

る。神明には女神明と男神明があるのだが、上市のものは女神明であるという。最後にはしめ

縄や鏡もちのような正月飾りとともにすべて燃やす。また、現在は人手不足や電線の問題から

行うことはできないが、数十年前までは通りで神明の飾りを引っ張って移動させていたという。

その神明祭について、文政２年に書かれた「国郡志御用ニ付下調書出帳」に記述（史料１）

がある。槇の木４本に真木真竹を結び立て町中 12 ケ所に造り飾ったことや準備から当日まで

の作法や祭りの起源（万治（1658 ～ 1661）末期から寛文年間（1661 ～ 1673）の頃に始め
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られた）などが書かれている。また、文政６年「竹原町覚書」の触には、神明祭においてそれ

まで神明がかなり大きく作られるようになっており、また若者が華美な様子で勝手をしている

ため、今後は神明の長さを 10 間（約 18 ｍ）に制限するということが書かれている（史料２）。

文久３年（1863）「竹原町覚書」にも、神明祭についての倹約の触が書かれている（史料３・

４）。これらの神明祭に関する記述を見てみると、まずどの史料にも「鎮火」の儀として神明

祭を行っていることが分かる。

このように竹原市が所蔵する史料からは、倹約の対象となりながらも、地元の行事として

神明祭が継承されてきた経緯を知ることができる。　

参考文献

西村嘉助、渡辺則文編 1966『竹原市史』第３巻史料編１　竹原市役所　

２．　胡堂に関する資料　

　川西・松岡は、竹原地区の商家が立ち並ぶ上市本町通りの北端に位置する胡堂を調査し、享

保２年（1724）（図１）と文政２年（1819）（図２・３）の本堂建設に関わる棟札計３枚を確

認した。ここでは、その翻刻を紹介する。なお、現在の胡堂は文政２年に再建されたものと判

断される。
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図１　享保９年上棟札 図２　文政２年本殿上棟札
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